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生徒数２７９名

公 孫 樹（いちょう）1１月号
～学べ 鍛えろ 夢を持て～

子どもを事件・事故から守るために
～座間市の事件から見えるもの～

極端な言い方ですが、もしスマホがなかったら、座間市のあの恐ろしい事件はおこらなかっ

たのではないかと思います。容疑者と被害者を結びつけたものはＳＮＳのツイッターの書き込

みでした。全く面識のない他人同士が、ツイッター上で知り合い、事件に巻き込まれてしまう。

悪意を持った人間が、この「道具」を悪意をもって使用すると、こんな凄惨な事件まで起こっ

てしまうということがこの事件から見えてきます。

行田市教育委員会では、平成２７年度に「行田版 ケイタイ・スマホ 家庭の約束」を策定

し、推進してきました。本校でも先日保護者の皆様に「家庭の約束」を改めて配布いたしまし

た。ぜひとも、他人事ととらえずに、お子さんと話し合い、今一度「家庭の約束」を再確認し

てください。そして、お子さんを事件・事故から守ってください。９人の被害者の内４人は女

子高校生、３人は埼玉の女性、最年少は１５歳と報道されています。

秋の行田中スクールライフ
～様々な行事が行われ、行中魂で頑張りました！～

合唱コンクール どのクラスも真剣に、心のこもった合唱を披露して、とても感動的でした。

最優秀賞の３年３組、優秀賞の３年２組は、それぞれ東部北地区音楽会、行田市小中学校音楽祭

に出場しました。

体験学習講座 行田中の伝統行事です。地域の方や教師が講師となり、お茶、お花、琴、ダ

ンス、お菓子作りなど１７の講座を開設しました。

校内ロードレース大会 行中生の全力を尽くす姿、友達を応援する姿が随所に見られました。

息を切らしながら全力で走る行中生の姿を見て、感動しました。中には、陸王にちなみ「足

袋（たび）」で走る３年生男子もいました。

救命入門コース ２年生を対象に行いました。これは、不慮の事故の際に少しでも助けられ

る人を増やすために、行田市が取り組んでいる救急救命活動の一環として行われたものです。

「I am a safer．～助けられる人から助ける人へ～」。まずは、第一歩の講習です。


